
榎木久薫先生のご逝去を悼む 

 

 
地域学部国際地域文化コースの榎木久薫教授は、2020 年 4 月 22 日に不慮の事故のため急逝されました。衷心

より哀悼の意を表しますとともに、ここに先生のご経歴とご業績を記し、研究・教育に真摯に励んでこられた先

生の御霊に捧げたく存じます。 

 

 

ご経歴 

 

1956 年 2 月 広島県に生まれる。 

1980 年 3 月 学習院大学文学部国文学科卒業。 

1983 年 3 月 広島大学大学院文学研究科博士課程前 

期修了。 

1983 年 4 月 美作女子大学（短期大学部）助手。 

1985 年 4 月 同講師。 

1987 年 4 月 東洋大学短期大学部講師。 

1990 年 1 月 鳥取大学教育学部講師。 

1992 年 8 月 同助教授。 

1999 年 4 月 鳥取大学教育地域科学部助教授。 

2004 年 4 月 鳥取大学地域学部助教授。 

2007 年 4 月 同准教授。 

2011 年 4 月 同教授。 

 

 

ご業績 

 

・ 「明恵上人夢記の表記様式における年代的変移について─仮名表記の自立語による考察─」（『鎌倉時代語研

究』第７輯 1984 年 5 月） 

・ 「パーソナルコンピュータのためのアプリケーションソフトを利用した総索引作成について」（『美作女子大

学・美作女子大学短期大学部紀要』通巻 31 号 1986 年 3 月） 

・ 「光明真言土沙勧信記の声点について─軽声声点は意図的に差声されたものか─」（『鎌倉時代語研究』第 9

輯 1986 年 5 月） 

・ 「光明真言土沙勧信記における字音の清濁について―連濁に関する考察を中心として─」（『東洋大学短期大

学紀要』第 19 号 1987 年 12 月） 

・ 「パーソナルコンピュータ用翻字本文データについての一つの提案─図書寮本宝物集翻字本文を例として

─」（『東洋大学日本語研究』第 2 輯 1989 年 3 月） 

・ 「光明真言土沙勧信記の字音について―附字音振仮名・声点付き漢字分韻表─」（『鎌倉時代語研究』第 12 輯 

1989 年 7 月） 

・ 「大東急記念文庫蔵『光明真言土沙勧信記』字音振仮名・声点付き漢字分韻表」（『鎌倉時代語研究』第 12 輯 

1989 年 7 月） 
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・ 「光明真言土沙勧信記における声調変化について―呉音去声字の上声化についての考察─」（『鎌倉時代語研

究』第 14 輯 1991 年 10 月） 

・ 「図書寮本宝物集における片仮名小字表記の規則性について」（『国語学論集（小林芳規博士退官記念）』1992

年 3 月） 

・ 「中世片仮名文における片仮名表記字音語について」（『鎌倉時代語研究』第 16 輯 1993 年 5 月） 

・ 「中世片仮名文における字音語の拗音表記について」（『鳥取大学教育学部研究報告 人文・社会科学』第 44

集第 1 号 1993 年 7 月） 

・ 「高山寺蔵寛喜元年識語本新訳華厳経をめぐって」（『鎌倉時代語研究』第 19 輯 1996 年 8 月） 

・ 「平安初期訓点資料における使役の格表示―ヲシテの使用に注目して─」（『訓点語と訓点資料』第 98 輯 

1996 年 9 月） 

・ 「高山寺蔵寛喜元年識語本新訳華厳経 加点字翻刻並びに分韻表」（『鎌倉時代語研究』第 21 輯 1998 年 5

月） 

・ 「字音直読資料としての高山寺蔵寛喜元年識語本新訳華厳経―漢音系字音の混入について─」（『鎌倉時代語

研究』第 23 輯 2000 年 10 月） 

・ 「高山寺蔵寛喜元年職語本新訳華厳経の漢字声調について―保延本法華経単字との比較─」（『鳥取大学教育

地域科学部紀要 教育・人文科学』第 4 巻第 2 号 2003 年 1 月） 

・ 「高山寺蔵寛喜元年職語本新訳華厳経の二字熟語のアクセントについて」（『鳥取大学教育地域科学部紀要 

教育・人文科学』第 5 巻第 1 号 2003 年 7 月） 

・ 「高山寺蔵寛喜元年職語本新訳華厳経の複数種点差声字について」（『鳥取大学教育地域科学部紀要 教育・

人文科学』第 5 巻第 2 号 2004 年 1 月） 

・ 「漢語の連濁とアクセント変化―大東急記念文庫蔵光明真言土沙勧信記に基づく考察─」（『国語学論集（小

林芳規博士喜寿記念）』2006 年 3 月） 

・ 「漢字音の「連濁」は如何なる現象か」（『訓点語と訓点資料』第 121 輯 2008 年 9 月） 

・ 「連声と促音・撥音」（月本雅幸・藤井俊博・肥爪周二 編『古典語研究の焦点』武蔵野書院 2010 年 1 月） 

・ 「間接受身文形成の意味論的機構―「迷惑受身」を中心に─」（『地域学論集（鳥取大学地域学部紀要）』第 7

巻第 1 号 2010 年 6 月） 

・ 「撥音の類別・試論」（『地域学論集（鳥取大学地域学部紀要）』第 7 巻第 2 号 2010 年 12 月） 

・ 「史前日本語における有声阻害音と無声阻害音の音声的区別の形成について」（『地域学論集（鳥取大学地域

学部紀要）』第 10 巻第 2 号 2013 年 12 月） 

・ 「通時的変化として見たサ行子音とザ行子音」（『地域学論集（鳥取大学地域学部紀要）』第 12 巻第 3 号 2016

年 3 月） 

・ 「戦後 NHK 鳥取放送局ローカルラジオドラマに見られる方言について」（『戦後 NHK 鳥取放送局ローカルラジ

オドラマ脚本集』鳥取大学地域学部 2019 年 3 月） 

 

（国際地域文化コース関係教員） 


